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I は じめに

我が国の漁村集落は,海と山に囲まれた急峻な

地形に立地することが多く,平地面積が少なく,家

屋が密集 した住宅地が特徴 となっている。また,敷

地境界が明確ではなく,路地や空地が多く存在し

ている。一方,人との関係が希薄になったと言われ

る現代において,漁業を生業 とする生活形態から

共同体意識が今尚,色濃く残 り,地縁型コミュニテ

ィが発達 している。漁業従事者は,他の職業に比べ

て行き来が多い 1)との報告もある。

以上から,住民同士の交流の場 となる空間が存

在 している可能性が考えられる(以下この空間を

「つきあい」の場 と呼ぶ).そこで,本研究は漁村集

落という条件に適合 した「つきあい」の場の存在を

確認すると共にその実態の解明を目的とした.

漁村の屋外空間に関する研究は,多 く行われて

いる。近年では,近世の港町の空間構成に関する研

究 2),ォ_プ ンスペースの改変による住民の認識

に関する研究 Dが奉げられるが,どちらも研究対

象を公的空間に留めている。私的空間を提えた研

究として,漁村集落の生活道路空間の性質を形態

と変遷の視点から考案 した研究 4)は,住居の建替

に関わる生活道路の変化が公的空間のみならず,

私的空間にも及び,屋外空間が公私の境界を持た

ず,柔軟性があることを示唆 している。「ミセ造 り」

を漁村集落の「景」として景観的視点から重要性を

唱えた研究 つでは,「ミセ」の利用が漁業の生活に

基づいた造 りであり,「つきあい」の場 として有効

に働いていることを述べているが,現代における

禾J用については明らかに していない.ノJ 泉` らは,

人々の生活によって形成 される住居 とその近隣の

空間に着 目している 1)が,その居住性 に留 ま り,

「つきあい」又は交流の場 となる屋外空間の利用に

ついては言及 していない.本研究は,小泉 らの研究
1)の視点に人間行動の視点を加 え,屋外空間のあ

り方への知見を得ることを目的とした,

E 研 究方法

本研究での「つきあい」とは,表面的で半強制的

な「つきあい」ではなく,自発的な「つきあい」であ

る。調査対象となる漁村集落の漁業就業者は,漁の

形態により,平 日の昼間に比較的自由な時間がと

れる為,「つきあい」を行つている。

1.利用空間把握

現地調査によって実際に「つきあい」の場として

利用される空間の把握を行った。得られた空間を

地図上にプロットすることによって,分布特性を

判断した。また,所有者 ・面積 ・施設 ・入口形状等

の空間構造を調査することにより構造特性を得た。

現地調査は,2000年 10月 ～2001年 2月 の間に平

日・休 日を含めた7日 問行った。

2.住民行動把握

さらに「つきあい」の場を把握する為に集落住民

へのアンケー トを行つた.事前のヒアリング調査

により得た結果に基づき,利用空間・利用頻度 ・移

動手段 ・利用時間 ・利用目的 ・空間構成要素 ・欲
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ある.港湾空間は,漁村集落に特有な空間として漁

業従事者に多く利用される.誘致園 170m,港湾空

間の面積は大きいが,現地調査によって見られた

人が集まる空間は,30迂 以下である。漁村集落の

みに見られる特有な港湾空間であるが,身近な空

間としての利用を行っていると思われる。いずれ

の空間においても,ベンチがある場合が多く,人が

集まるための重要要素となっているが,“座るイス

も自分達 (近所の方)が作ったものです
ル

との記述

や何もない空地に集まることが多く見られること

から,まず,「つきあう」行動を行 う為の空間が存在

することが前提 となる。

これらの空間は,「おしゃべ り」,「子供もしくは

孫と遊ぶ」「夕涼み」「散歩の休憩」などに利用さ

れることが多い。空間を構成する要素として,ベン

チ,雨除け,樹木の緑,草花などが挙げられた。また,

要望の高い要素として,ベンチ,樹木の緑等が高い

割合を占めた。利用理由としては,「近い」といった

物理的なアクセスの容易さに加え,「囲いがない」

「知合いが居る」という心理的なアクセスの容易さ

が挙げられている.

密集集落である漁村において,ある程度まとま

った広さを持った街区公園レベルの広場を設置す

ることは,祭り,盆踊 りなど地域全体の活用の場と

して必要である.一方で,高齢者が多い漁村集落の

日常的な移動距離は,研究で得られた 100～1701E

であり,街区公園より更に身近なレベルの 150m程

度の誘致国を持つ 30ぷ 程度の小規模の空間を配

置することで「つきあい」行動は,発展するものと

考えられる。このような居住地周辺の小空間を持

つことは,漁村集落だけではなく,都市社会が迎え

る高齢化社会を迎える現代において検討すべき課

題であると考える.

このような小規模空間は,日常時だけではな く,

震災のような非常時にも有用な役害Jを果たすこと

を先の研究 8)にて明らかにしている。

「つきあい」の場は,居住環境における身近な空

間である為,プライバシーに関する問題は,今後の

解決すべき課題 として挙げられる。
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